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概  要 

 

日本庭園の技法は、職人の高齢化や作庭需要の減少などにより、伝統技術の継承が危ぶまれ

ています。伝統技術を継承するための手段のひとつとして、職人の勘や経験に基づいた技能

と、CG、CAD などの情報システムとの融合を図ることを試み、臨済宗寺院の向嶽寺本山に

ある方丈前庭の枯山水庭園で、新しい設計法の適用を試みました。また、平安時代に書かれ

た「作庭記」以来の作庭に関する文献を調査し日本庭園の作庭技術の変遷を研究しています。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

 

本技術の 

有用性 

「文化財の調査とその評価」 かつて、国立科学博物館で歴史的建築物の調査に従事した経

験を活かし、歴史的建築物の実測調査や、文献調査を行い、文化財としての価値や保存方法

に関する研究を進めています。近年は、文化財的価値のある建造物を単に指定・保存するだ

けではなく、その復元技術や活用方法などが重視されつつあります。また、文化財を地域の

遺産としてとらえ、伝統的景観や関連施群などの文脈の中で捉える考え方が普及しつつあ

り、こうした考え方に基づく調査・研究や支援業務を行っています。 

「地域への支援」自治体からの委嘱により、地域の景観や文化財に関する助言や支援を行っ

ています。これまで、名古屋城本丸御殿復元総合評価技術検討委員会、岐阜県文化財審議会、

鎌倉市文化遺産比較研究委員会、岐阜市歴史的風致維持向上計画の総括評価に係る外部評価

委員会、名古屋市広告・景観審議委員会などに参画しました。 
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